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今
年
も
、
あ
と
二
ヶ
月

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

家
の
掃
除
を
少
し
ず
つ

や
ろ
う
と
思
い
溜
ま
っ
て
い
る
本

の
処
分
を
し
よ
う
と
片
付
け
始
め

ま
し
た
が
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
ダ

ン
ボ
ー
ル
を
開
け
中
の
本
を
取
り

出
す
と
「
こ
れ
は
高
校
の
時
に
読

ん
だ
本
」
「
こ
れ
は
入
社
し
た
頃

に
読
ん
だ
本
」
な
ど
と
思
い
出
が

よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
▼
大
江

健
三
郎
、
安
倍
公
房
、
遠
藤
周
作
、

五
木
寛
之
は
二
十
代
に
よ
く
読
み

ま
し
た
。
本
を
読
む
き
っ
か
け
は

人
様
々
で
し
ょ
う
が
、
私
の
場
合

は
中
学
時
代
の
「
生
物
」
の
教
師

か
ら
の
宿
題
が
読
書
感
想
文
と
い

う
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な

事
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
▼
し
か

し
、
読
み
始
め
る
と
夢
中
に
な
り

ミ
ス
テ
リ
ー
、
時
代
小
説
な
ど
様
々

な
分
野
の
本
を
買
い
求
め
た
り
、

友
人
と
交
換
し
て
読
ん
だ
も
の
で

す
。
▼
最
近
は
、
活
字
離
れ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
若
い
頃
に

比
べ
る
と
読
書
時
間
は
格
段
に
減
っ

て
き
て
い
ま
す
が
非
常
に
面
白
い

し
、
夢
中
に
な
れ
る
も
の
で
す
。

映
像
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
本
の
面

白
さ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
最

近
も
３
０
０
ペ
ー
ジ
を
３
日
間
で

読
み
ま
し
た
が
、
多
く
は
語
ら
れ

な
い
時
代
背
景
が
興
味
深
い
も
の

で
し
た
。
▼
掃
除
の
為
の
廃
棄
処

分
を
考
え
ま
し
た
が
捨
て
ら
れ
ず

に
い
ま
す
。
も
う
一
度
読
み
直
し

て
か
ら
処
分
を
考
え
て
も
遅
く
は

な
い
と
思
い
読
み
始
め
て
い
る
昨

今
で
す
。
▼
最
近
で
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
ブ
ッ
ク
店
が
た
く
さ
ん
出
来

て
い
ま
す
の
で
安
く
手
に
す
る
事

が
出
来
ま
す
。
皆
さ
ん
も
面
白
そ

う
だ
な
と
思
う
本
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】
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2016年「生活改善要求アンケート」

にご協力をお願いします。

職場の実態と皆さんの要求をつかんで、

少しでも 労働条件の改善に役立てて

いきたいと思います。

沖電気の職場を明るくする会ホーム

ページからでもできます。
花言葉：困難に打ち克つ

長
時
間
労
働
の

改
善
進
ま
ず

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
月
平
均
残
業
時
間
は

２
９
．
３
時
間(

１
３
年
は
２
８
．

３
時
間)

。
有
給
休
暇
取
得
率
は

５
５
．
６
％(

前
年
は
５
９
．
９

％)

電
機
機
器
の
中
で
も
最
下

位
レ
ベ
ル
で
長
時
間
労
働
が
健

康
と
や
る
気
を
害
し
て
い
ま
す
。

在
職
死
亡
は
今
年
に
入
っ
て
７

名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
社
員
の
活
用
は
？

１
４
年
に
は
従
業
員
総
数
３
，

７
８
８
人
の
う
ち
正
規
雇
用
の

女
性
は
３
７
６
人
（
９
．
９
％
）

ま
で
に
減
員
。

ま
た
女
性
管
理
職
の
政
府
目
標

は
、
２
０
年
ま
で
に
３
０
％
で

す
が
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
管
理
職
１
，

１
２
０
人
の
内
女
性
は
２
４
人

（
２
．
１
％
）
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

非
正
規
社
員
の
増
加
と

待
遇
改
善

製
造
部
門
で
は
不
安
定
雇
用
・

低
賃
金
の
派
遣
が
主
力
の
生
産

体
制
に
。
富
岡
・
本
庄
な
ど
で

は
平
均
で
総
員
の
６
割
を
超
え

る
。
賃
金
は
正
規
社
員
の
５
０

％
程
度
で
格
差
は
拡
大
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

生
活
苦
し
い
が
８
割
に

１
５
春
闘
妥
結
後
の
電
機
各

社
の
開
発
・
設
計
基
幹
労
働
者

の
３
０
歳
平
均
賃
金
は
、
Ｏ
Ｋ

Ｉ
３
０
５
，
１
０
０
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
３
３
６
，
６
０
０
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
３
２
５
，
５
０
０
、
富
士

通
３
１
４
，
８
０
０
な
ど
と
比

較
し
て
低
位
で
１
３
の
中
央
闘

争
労
組
の
中
で
、
下
位
か
ら
２

番
目
。
「
生
活
が
苦
し
い
」
は

電
機
懇
談
会
の
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
で
８
０
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
職
場
を

つ
く
る
た
め
に

働
く
者
の
基
本
は
、
人
と
し

て
当
た
り
前
の
生
活
が
で
き
て
、

健
康
で
働
け
る
職
場
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
Ｏ
Ｋ

Ｉ
で
働
く
す
べ
て
の
人
た
ち
に

保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
為
に
力
を
あ
わ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
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富
岡
工
場
周
辺
の
散
策
へ

【
群
馬
・
富
岡
】

秋
風
に
誘
わ
れ
て
昼
休
み

工
場
の
近
く
を
散
策
し
て
い

ま
す
。
暑
く
も
な
く
、
寒
く

も
な
く
ち
ょ
う
ど
い
い
季
節

で
、
富
岡
工
場
の
北
門
か
ら

三
分
ぐ
ら
い
の
所
に
、
上
信

電
鉄
の
東
富
岡
駅
が
あ
り
、

大
き
な
木
の
下
に
石
の
ベ
ン

チ
が
あ
る
。
駅
の
周
辺
は
、

ま
だ
畑
も
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
て
、
の
ど
か
で
あ
る
。
駅

か
ら
さ
ら
に
、
五
分
ぐ
ら
い

の
と
こ
ろ
に
、
公
園
が
あ
る
。

東
屋
が
あ
り
、
の
ん
び
り
で

き
る
。

正
門
か
ら
は
、
七
分
ぐ
ら

い
歩
く
と
、
地
元
の
小
船
神

社
が
あ
り
、
大
木
が
何
本
も

あ
り
、
心
が
癒
さ
れ
る
。
昼

休
み
の
わ
ず
か
な
時
間
で
す

が
、
気
分
転
換
に
歩
く
の
も

お
す
す
め
で
す
。

障
害
者
の
待
遇
改
善
を

【
東
京
地
区
】

特
例
子
会
社
の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ワ
ー

ク
ウ
ェ
ル
で
障
害
者
が
沢
山

勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
雇
用

形
態
は
契
約
社
員
の
み
で
、

正
社
員
雇
用
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。
賃
金
も
時
給
で
、
退

職
金
制
度
や
手
当
も
な
く
、

低
賃
金
で
働
い
て
い
ま
す
。

勤
務
実
態
も
、
必
要
以
上

の
責
任
を
押
し
つ
け
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金
に

は
反
映
さ
れ
な
い
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
雇
用
法
の
、
「
障

害
者
差
別
を
禁
止
募
集
・
採

用
・
賃
金
、
配
置
、
昇
進
な

ど
の
雇
用
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
局
面
で
、
障
害
者
で
あ
る

こ
と
を
理
由
と
す
る
差
別
を

禁
止
し
ま
す
。
」
に
反
し
て

い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
率
で

恩
恵
を
受
け
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
障
害
者
は
区
別

し
て
低
賃
金
、
低
待
遇
で
雇

用
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。

雇
い
止
め
前
提
の

雇
用
契
約
は
許
さ
れ
な
い

【
埼
玉
・
本
庄
】

契
約
社
員
の
契
約
更
新
の

上
限
が
２
０
１
７
年
ま
で
と

な
り
、
一
年
間
先
に
延
び
た
。

通
信
シ
ス
テ
ム
工
場(

Ｅ

Ｍ
Ｓ

生
産
部
を
除
く)

の
従

業
員
の
構
成
は
、
正
社
員
約

１
２
０
名
・
契
約
社
員
約
５

０
名
、
派
遣
社
員
約
２
０
０

名
が
働
い
て
い
る
。
契
約
社

員
、
派
遣
社
員
無
く
し
て
は

成
り
立
た
な
い
工
場
に
替
わ
っ

て
き
た
。
会
社
が
、｢

契
約

更
新
の
上
限
日
」
を
振
り
か

ざ
し
て
、
契
約
社
員
を
雇
い

止
め(

解
雇)

に
す
る
こ
と
は
、

「
不
合
理
な
一
方
的
な
解
雇

(

雇
い
止
め)

は
無
効
」
と
す

る
法
に
照
ら
し
て
も
到
底
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
契
約

の
更
新
の
上
限
を
決
め
る
こ

と
は
違
法
で
あ
る
。｢

こ
の

職
場
で
働
き
続
け
た
い
」
の

声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

経
営
の
ト
ッ
プ
は
、
安
心

し
て
働
け
る
職
場
環
境
作
り

が
、
品
質
の
向
上
に
も
結
び

付
く
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

全
国
電
機
労
働
者
懇
談
会

総
会
に
参
加
し
て

【
東
京
】

９
月
１
９
～
２
０
日
に
伊

豆
長
岡
で
開
催
さ
れ
た
第
２

８
回
総
会
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
総
会
へ
の
出
席
は
３

年
ぶ
り
２
回
目
で
し
た
。
伊

豆
長
岡
は
初
め
て
で
し
た
が

思
っ
て
い
た
以
上
に
素
晴
ら

し
い
所
で
、
温
泉
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会

で
は
慣
れ
な
い
発
言
を
し
ま

し
た
が
、
事
前
に
話
す
内
容

を
練
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

何
と
か
時
間
内
に
話
し
た
い

内
容
を
全
て
訴
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う

し
た
各
企
業
懇
談
会
と
の
交

流
の
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し

た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

沖
電
気
を
考
え
る

第
９
１
回

速
報
・
障
害
者
の
雇
止
め
事
件

Ｏ
Ｋ
Ｉ
に
東
京
労
働
局

が

「
助
言
・
指
導
」
行
う

９
月
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
契
約
社
員
が
雇

止
め
さ
れ
、
雇
止
め
撤
回
を
求
め

て
い
る
社
員
が
労
働
局
に
「
在
籍

中
に
緑
内
障
が
悪
化
し
て
障
害
者

と
な
っ
た
た
め
、
契
約
更
新
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
、
障
害
者
の
雇

用
促
進
に
関
す
る
法
律
で
障
害
者

に
対
す
る
差
別
禁
止
や
合
理
的
配

慮
の
提
供
お
よ
び
労
働
契
約
法
第

16
条
に
よ
る
客
観
的
に
合
理
的
な

理
由
を
欠
き
不
当
な
雇
止
め
」
な

ど
と
し
て
、
「
助
言
・
指
導
」
を

申
告
し
て
い
ま
し
た
。

１
１
月
５
日
、
労
働
局
は
Ｏ
Ｋ

Ｉ
に
「
助
言
・
指
導
」
を
実
施
。

残
業
時
間

１
３
年
月
平
均
２
９
・
３
時
間

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
沖
電
気
本

体
（
１
２
年
度
・
３
千
６
７
８
人
）
の

平
均
月
間
残
業
時
間
は
１
２
年
が
２
８
・

３
時
間
。
１
３
年
は
２
９
・
３
時
間
で

日
本
平
均
よ
り
長
時
間
の
残
業
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

年
休
取
得
率
（
取
得
日
数
÷
付
与
日

数
）
は
１
２
年
５
８
・
８
％
、
１
３
年

は
５
５
・
６
％
。
１
１
年
か
ら
１
３
年

の
３
年
間
の
平
均
で
は
５
８
・
７
％
と

停
滞
し
て
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て

い
る
。
労
使
は
６
０
時
間
超
過
者
ゼ
ロ

な
ど
の
取
組
み
し
て
い
る
。

１１月は過労死防止月間
働き盛りの人が仕事で命を落とさない国を 心

の
病

労
災
請
求
最
多
１
４
５
６
件

長
時
間
労
働
の
影
響
深
刻

昨年度

厚
生
労
働
省
の
精
神
疾
患

の
労
災
補
償
の
状
態
に
よ
る

と
、
心
の
病
（
精
神
疾
患
）

の
労
災
申
請
・
認
定
数
が
過

去
最
高
に
な
っ
て
い
る
。

認
定
者
の
内
訳
は
男
性
３

４
７
件
、
女
性
１
５
０
件
。

う
ち
９
９
件
は
自
殺
（
未
遂

含
む
）
。
厚
労
省
が
過
労
死

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
位
置

づ
け
る
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

の
残
業
時
間
「
月
間
８
０
時

間
以
上
の
残
業
」
は
１
３
年

よ
り
５
７
件
多
い
２
０
１
件

に
な
っ
て
お
り
、
長
時
間
労

働
に
よ
る
過
労
の
実
態
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
。
「
パ

ワ
ハ
ラ
・
暴
行
」
が
要
因
も

６
９
件
と
増
加
。

労
働
時
間
の
上
限
規
制

が
不
可
欠

週
６
０
時
間
以
上
働
く
人

の
割
合
は
３
０
代
男
性
で
１

７
％
に
達
し
、
全
体
で
４
６

８
万
人
で
「
過
労
死
予
備
軍
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

１
１
月
に
施
行
さ
れ
た
「
過

労
死
防
止
法
」
で
は
２
０
２

０
年
ま
で
に
全
体
で
５
％
以

下
を
目
標
と
し
て
い
る
。

政
府
の
成
長
戦
略
に
は
、

労
働
時
間
の
規
制
（
１
日
８

時
間
・
週
４
０
時
間
）
緩
和

な
ど
長
時
間
労
働
助
長
政
策

が
あ
る
が
、
許
さ
れ
な
い
。

心の病

《出典》
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